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令和４年度 公開研修会について（御案内） 

 

 

新緑の候、皆様方におかれましては、益々御健勝のことと存じます。 

平素は、本校の教育に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

さて、新型コロナウイルス感染が拡大している状況を鑑み、本年度も公開研修会を下記のとおり

配信することになりました。大変お忙しいとは存じますが、多くの方々に参加くださいますよう御

案内申し上げます。 

   なお、申し込みは、６月８日（水）までとなっています。 

 

記 

 

1 公開期間 

   令和４年６月１３日（月）～２６日（日） 

 

2 方  法 

   YouTubeライブ配信（お申し込みいただいた方への限定配信） 

   視聴後、アンケートに回答をお願いいたします。 

 

3 講  演 

  「叱らないけど譲らない提案・交渉型アプローチの効用」 

   講師  和歌山大学教育学部教授  武田 鉄郎 先生 

 

4 講演概要 

 

 

5 申し込み方法 

  Googleforms（https://forms.gle/DKLG6j8NiForZrU37）または右の 

QRコードよりお申し込み下さい。 

 

6 そ の 他 

公開開始の前週までにお申込みいただいたメールアドレスに、 

動画の URLを送付いたします。 

子どもが「できない」「わからない」「認めてほしいけど・・」など立ち往生したときに、子

どもの主体性や自主性を重んじ、同時に、その子どもに寄り添う状態で子どもが「選択」でき

る状態を設定し、指導する方法である「提案・交渉型アプローチ」の効用について考えていく。

発達障害のある子どもの中には、トラウマ症状を呈していて不適応状態になり、生きにくさや

行き詰まり感を持つ者は少なからずいる。本来ならば「できる」こともできなくなってしまっ

ていることがある。このような状態にある子どもの効果的な指導・支援の在り方である「提案・

交渉型アプローチ」の紹介や、叱らないけど譲らない支援が自尊感情を高め、育てることを再

確認する。 


